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研究成果の概要（和文）：道徳判断に関わる個人レベル、集合レベル、文化レベルの異なるレベルでの過程を明
らかにした。個人内過程として、感情の他に「動機づけられた推論」の影響が示された。すなわち、行為の道徳
性を意図性や人格、さらに事象の因果性に至るまでの広範な推論に適用する過程が明らかになった。集合レベル
では、ソーシャルネットワークを通じて道徳関連語彙が伝搬・拡散を繰り返し、政治的イデオロギーなども関与
するマクロ現象をもたらす過程が明らかになった。危害・擁護を特に重視する個人レベルの傾向が集合レベルで
創発するという相似性も示された。道徳的判断や信念の文化的共有については、通文化性と文化的固有性がそれ
ぞれ特定された。

研究成果の概要（英文）：Psychological processes concerning moral judgments operating at individual, 
collective, and cultural levels were respectively examined. Analyses of the intra-individual 
processes revealed the role of emotions as well as that of "motivated reasoning" pertaining to a 
wide range of inferences concerning intententionality, moral characters, and causality of an 
unwanted event. At the macro level, computational modeling and social media analyses revealed 
emergent processes through which morally laden words are spread across a wide network involving 
political ideologies. The notably significant role of harm/care moral foundation was observed in a 
manner analogous to individual level judgments. Cultural-psychological analyses revealed both 
relatively universal and culture-specific aspects of moral judgments.  

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、急速に発展した道徳判断研究の分野に、計算社会科学や文化心理学など異なる研究アプローチとの学際的
協働の可能性を拓いた点が最も重要な意義である。日本語版道徳基盤辞書や状況サンプリング法といった研究ツ
ールや手法の提供に加え、理論的に新しい観点の導入をもたらした．特に、道徳判断が行為者の意図性や道徳的
人格など属人的性質、さらにはそれが関与する事象の因果性といった、広範な推論を喚起するという知見は、認
知・感情といった基礎過程に関する心理学的研究分野だけでなく、法学や倫理学など、さらに他分野に対しても
示唆に富むものと言える。文化班の研究結果は、日本社会に特有な道徳観について検証を続ける必要を示した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、道徳判断に関する社会心理学研究が急速な発展を見せているが、その基礎にあると考
えられる感情と認知の相互関係については、不明確な点が依然として多い。また、道徳判断の
普遍性と文化固有性の相互関係についても、検証が不足している。さらに、ソーシャルネット
ワーク等において伝搬・拡散する情報には道徳に関連するものが極めて多いが、こうしたマク
ロなレベルでの集合現象において、道徳判断がどのように創発するかについては、ほとんど調
べられていないのが、開始当初の実情であった。 
 
２．研究の目的 
 以下の 3つの研究班を構成し、上記の未解決も問題の解明に取り組んだ。 
(1) ミクロ班 
主に個人内の認知・感情過程の特質を明らかにすることを目的とした。まず感情過程について
は、道徳基盤理論（Haidt, 2012）などで議論されている、「危害」と怒り、「純血」と嫌悪とい
った、道徳基盤と特定の情動との対応関係があるのかどうかを、道徳基盤質問紙（Moral 
Foundation Questionnaire）の内容に関する再検討とも併せて行った。 
 高次の認知過程に関する検討としては、道徳的に望ましい行為・望ましくない行為のそれぞ
れについて、意図性の認知が対応推論過程を喚起し、行為でなく人格について判断を促す過程
について実験的検証を行った．また、人格的道徳性において劣る人物の規範逸脱行為には、高
道徳性人物と比べて、事象の原因として推論されやすい有責因果性（culpable causation）の
判断をめぐって、その中核的要因と考えられる反実的推論の役割について実験的検証を行った。 
また、道徳判断の身体性に関する検証として、顔認知における道徳判断の自発性と自動性、
さらにはこれと関連するパーソナリティー変数などについて検討を行った。併せて、身体反応
の計測技術の開発として、眼球運動の計測と道徳判断を関連付けることを試みた。 
(2) マクロ班 
計算社会科学の方法を用いて、Twitter の内容分析を元に、道徳関連語の伝搬・拡散過程を吟
味した。 
(3) 文化班 

Shweder (1990) が指摘した「自立」「共同体」「神聖」の三大倫理の通文化性と文化固有性
の双方を、状況サンプリング法などの文化心理学的手法を用いて検証した。また、日本社会に
特有な道徳基盤の新たな可能性として、「勤勉」が倫理性を持つ可能性についても、社会調査と
実験的方法を併用することによって検証を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) ミクロ班 
・感情過程の分析を目的として実験研究では、道徳違反シナリオを呈示して、刺激人物の道徳
的特性に関する情報を操作し、併せて公正世界信念などにおける個人差変数との関連を調べる
という手法を採った。併せて、特定の道徳基盤を活性化させることによるプライミング手続き
により、道徳判断における直感的および熟慮的の二重過程について分析した。 
・道徳的対応推論過程の検証においても、道徳遵守および道徳違反行為をシナリオを用意し、
それぞれにおいて目的を達成した作為シナリオと、達成し損ねた不作為シナリオに対する道徳
判断を比較することにより、意図性の有無が人格判断に与える影響を分析した。媒介変数とし
て、義憤など道徳感情と、人物の傾性に関する診断性認知の影響を分析した。 
・反実的推論過程の分析では、高道徳性、低道徳性それぞれの人物が、日常的な行為または非
日常的な行為の選択が加害行為に帰結したというシナリオを用意し、反実仮想の過程を直接的
に測定することによってその媒介的役割を分析した。 
・身体性の検証では、信頼性などの道徳的特性が顔つきに身体化して現れるという「人相信念」
を測定するための尺度を開発し、公正世界信念など他の個人特性との関連を分析した。日米で
オンライン調査を実施し、文化的要因も考慮できる方法を採用した。 
（2）マクロ班 
まず、道徳基盤研究で用いられる語彙データベース「道徳基盤辞書」の日本語版を、機械学
習とテキストマイニングの方法を用いて開発した。また、道徳遵守および違反に関わる道徳基
盤関連語と、イデオロギー態度的な含意を持つ語との共起関係を分析することにより、英語圏
で報告されてきた道徳判断の政治性が、ソーシャルメディア上でも観察されるかどうかを調べ
た。さらに、道徳判断を基準に社会的分断が起こる過程をエコーチェンバー現象として捉える
観点から、その計算モデルについてシミュレーションを用いた比較を行った。 
(3) 文化班 
・状況サンプリング法を用いた研究では、まず第一段階として日米で三大倫理のそれぞれにつ
いて違反状況の記述を多数収集し、次に第二段階では自国・他国で生成された違反行為の中か
ら抽出された行為記述について非道特性の判断を求めた。他国生成の記述よりも自国生成の方
がより厳格に判断されるという文化適合性仮説を検証した。さらに、第一段階で各倫理の前提
かで生成された違反行為が、当初意図された倫理ドメインにどの程度性格に帰着されるかを指
標に、道徳違反に関する文化的共有性の程度を検証した。 
・勤勉に関する検証では、5 つの道徳基盤に加えて勤勉の遵守・違反シナリオを作成し、それ



ぞれに対する（非）道徳性判断と政治的イデオロギーや公正世界信念などとの関連を調べた。 
 
４．研究成果 
(1) ミクロ班 
・感情分析では、公正世界観の高い者は違反者の普段の行動に拘らず否定的に評価し、その責
任性を高く知覚したが、公正世界観が低い者においては普段の行動が悪い者に対してより一層
責任帰属を高める傾向が見出された。これは以降の対応推論過程や有責因果性判断と密接に関
わると考えられる。また、擁護または公正のいずれの基盤を活性化させるかによって、曖昧画
像に関する解釈が変化し、しかもそれが公正世界信念などとも関連する可能性が示唆された。 
・対応推論については、遵守行為の不作為よりも、違反行為の不作為の方がより道徳判断に反
映しやすい当結果が得られ、意図の推論がネガティブ事象について特に起こりやすいという非
対称性が認められた．さらに、感情はポジティブ・ネガティブの両方について道徳判断を媒介
するが、人物特性の診断性という認知的な推論過程は、ネガティブな意図に関する道徳判断だ
けを媒介することが明らかになり、ここでも非対称性が見られた。 
・高道徳性人物が望ましくない結果（交通事故）の加害者となった場合、非日常性情報が喚起
する反実仮想が原因推論を引き起こすのに対し、低道徳性人物の同じ帰結については、その人
格そのものに対するmutation が起こることが明らかとなり、望ましくない人物そのものを社
会から除外しようと考える義務論的な推論過程が原因推論にも影響する可能性が示唆された。 
・「人相学的信念」研究では、日米の双方でその存在が確認され、また特性が生物学的に決定さ
れるという本質主義信念や、公正世界信念との関連が、いずれも通文化的に示された。 
・並行して行った眼球運動計測の手法開発も一定段階に達し、今後の研究におけるツールを提
供できたという成果を得た。 
(2) マクロ班 
エコーチェンバーの計算モデルに関するシミュレーションでは、モラル・ディバイドの生じる
条件を検討した結果、社会的影響と社会的切断の両方がある条件でのみ、イデオロギーの偏極
とソーシャルネットワークの分断が起こることが示唆された。また、複数のビッグデータを道
徳基盤理論の観点から分析した結果、5 つの道徳基盤のうち、擁護基盤が最頻出することや純
潔基盤が他の 4つの基盤と異なることが、Twitterのデータだけでなく、Googleニュースのデ
ータでも確認された。さらに、道徳基盤辞書を日本語に翻訳した J-MFDをMITライセンスで
公開した。道徳判断に関する社会心理学的研究と、ソーシャルメディアを分析対象とする計算
社会科学の手法とを統合した試みが多くの発表等に至ったことは、本研究において最も重要な
成果のひとつであった。 
(3) 文化班 
・状況サンプリング法研究では、日米を通じて共同体の倫理について、文化内の共有理解の程
度が最も高いことが示された。自立倫理違反については、自国産の記述が必ずしも共通理解に
至っているわけではなく、また神聖倫理違反ではアメリカ産の記述の方がその違反性をよりよ
り理解されやすいなど、各倫理ドメインのもつ文化固有性が示唆された。 
・勤勉研究では、少なくとも日本人においては政治的保守性と非道徳性判断が関連するほか、
公正世界信念との関連が見られるなど、道徳基盤としての性質を持つことが示唆され、今後さ
らに多くの研究へと至る多くの示唆が結果から得られた。 
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